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書
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｜
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て
∞
ー
ー

中

傑

暁

秀

付

は

じ

め

に

行
学
日
朝
〈
一
四
二
二

t
一
五

O
O〉
は
四
十
一
歳
の
克
正
三
ハ
一
四
六
二
〉
年
身
延
山
十
一
世
の
法
灯
を
継
承
し
、
境
内
及
び
伽
藍

の
大
整
備
を
行
う
傍
、
祖
書
の
蒐
集
謹
写
と
そ
の
注
釈
事
業
等
に
全
精
魂
を
傾
け
、
約
六
十
部
七
百
五
十
余
巻
と
い
う
尾
大
な
著
作
を
遺
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し
、
延
山
中
興
と
仰
が
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、

『
朝
師
御
書
見
聞
』
は
『
朝
師
見
聞
』

・
『
朝
抄
』
・
『
御
書
見
閲
』
な
ど
と
古
来
か
ら
呼
ば
れ
、
宗
祖
の
遺
文
に

注
釈
を
施
し
た
も
の
で
、
そ
の
部
立
て
は
「
安
国
論
私
抄
」

巻
〉
を
軸
と
し
て
、
現
在
二
十
六
筋
四
十
四
巻
が
存
し
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
に
お
い
て
は
、
二
十
三
筋
四
十
巻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ハ
五
巻
〉
・
「
関
目
抄
私
見
聞
」

ハ
四
巻
）
・
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」

r『、
入

た
だ
し
、
当
初
の
篇
巻
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
部
に
亘
る
遺
文
の
注
釈
番
と
し
て
登
場
し
て
き
た
も
の
は
、

こ
の
『
朝
師
御
書
見
聞
』
を
以
て
時
矢
と
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。
以
下
『
宗
全
』
に
し
た
が
っ
て
整
理
す
る
と
、
身
延
山
所
蔵
に

係
る
正
本
が
二
十
八
、
写
本
が
三
、
他
は
藻
原
寺
・
越
後
蓮
昌
寺
・
立
正
大
学
図
書
館
等
々
に
正
・
写
本
が
散
在
し
、
そ
の
大
半
の
執
筆

は
文
明
八
三
四
七
六
〉
年
か
ら
十
三
（
一
四
八
一
〉
年
の
間
で
、

一
部
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
執
筆
場
所
は
身
延
山
行
学
院
に
お
い
て

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
〈
中
傑
）
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で
あ
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

そ
し
て
、

『
朝
師
御
書
見
聞
』
述
作
の
意
趣
は
、

ω身
延
山
を
布
教
輿
学
の
中
心
地
た
ら
し
め
よ
う
と
念
願
さ
れ
た
。

ωそ
れ
ぞ
れ
の

著
述
の
奥
書
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
広
宣
流
布
」
で
あ
り
、

「
師
父
母
」
等
の
追
善
及
び
法
界
群
生
の
利
益
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
朝

は
著
述
・
解
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
報
恩
に
擬
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
日
朝
の
著
作
の
凡
て
に
共
通
す
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
、
文
明
十
三
年
は
宗
祖
の
正
当
二
百
遠
忌
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
節
目
に
、
祖
山
の
貫

首
と
し
て
値
遇
す
る
が
ゆ
え
の
報
謝
の
発
露
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
拙
稿
は
文
明
十
三
四
七
八
）
年
十
月
中
旬
起
稿
、
翌
十
一
年
二
月
脱
稿
に
な
り
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、
第
一
・

第
二
・
第
三
・
第
五
の
四
巻
は
日
朝
の
直
筆
本
が
、
第
四
は
同
教
日
意
の
写
本
が
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
『
御
書
見
聞
』
所
収
の
「
安
国
論
私

抄
」
に
つ
い
て
、
少
し
く
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
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な
お
既
に
、

例
日
朝
は
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
等
を
援
引
し
て
注
釈
を
施
し
て
お
り
、
か
つ
ま
た
、
そ
の
資
料
の
豊
富
さ
に
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ

る。
ω日
朝
は
『
立
正
安
国
論
』
広
本
を
建
治
の
再
治
本
と
称
し
、
当
時
流
布
し
て
い
た
略
本
草
稿
本
説
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。

ω日
朝
は
「
或
記
」
と
し
て
、

「
念
仏
者
追
放
宣
旨
」
九
筋
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
配
列
・
省
略
の
仕
方
か
ら
見
て
、

『
金
網
集
』

が
そ
の
出
典
と
思
わ
れ
る
。

の
考
察
を
本
誌
第
五
十
五
号
に
お
い
て
試
み
た
の
で
、
今
は
例
法
然
の
念
仏
義
に
つ
い
て
、
例
善
神
捨
固
に
つ
い
て
、
村
社
参
問
題
に
つ

い
て
、

の
三
点
に
つ
い
て
吟
味
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



ω 
安
国
論
私
抄
の
検
討

｜
｜
法
然
の
念
仏
義
に
つ
い
て
｜
｜

『
立
正
安
国
論
』
の
破
邪
の
対
象
が
念
仏
に
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
破
邪
の
理
由
は
大
き
く
言
っ
て
、
次
の
三
点

に
集
約
さ
れ
よ
う
。

ω当
時
の
日
本
全
土
を
風
擁
す
る
大
流
行
の
信
仰
は
法
然
浄
土
宗
で
あ
る
と
、
宗
祖
の
眼
に
は
映
じ
て
い
た
こ
と
。

ω宗
祖
の
信
仰
の
出
発
点
た
る
天
台
宗
の
既
成
仏
教
に
対
し
て
、
法
然
滞
土
宗
は
新
興
仏
教
で
あ
り
、
伝
統
あ
る
天
台
念
仏
と
も
異
な

っ
た
新
義
を
布
教
し
て
い
た
こ
と
。

ω浄
土
宗
は
朝
廷
及
び
幕
府
か
ら
追
放
・
禁
止
さ
れ
た
、
未
公
認
の
宗
教
で
あ
っ
た
こ
勺

こ
れ
ら
三
点
の
理
由
に
よ
っ
て
、
宗
祖
は
「
念
仏
破
」
を
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
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そ
し
て
、
日
朝
も
ほ
ぼ
宗
祖
と
同
様
の
見
解
を
踏
ま
え
、
安
国
論
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
以
下
理
由
三
点
に
添
い
な
が
ら
、
日
朝
の

意
見
を
探
る
も
の
と
す
る
。

ま
ず
理
白
川
に
該
当
す
る
も
の
は
、
例
え
ば
「
安
国
論
私
抄
」
第
三
〈
悲
哉
数
十
年
之
間
等
事
〉
の
項
に
、
「
私
云
法
然
・
・
－

e

－V
テ
テ

四
十
二
初
黒
谷
出
吉
水
住
、
自
レ
爾
以
来
偏
興
－
－
念
仏
－
見
ヘ
タ
り
、
・
・
・
・
・
法
然
盛
弘
＝
浄
土
門
一
以
来
、
多
人
仏
教
迷
惑
捨
ν
実
就
レ

権
」
ジ
あ
る
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
理
由

ωに
は
、
「
私
抄
」
第
四
の
〈
念
仏
者
追
放
事
〉
の
項
に
、

い
る
の
を
見
て
も
明
瞭
で
あ
る
う
。

「
追
放
宣
旨
」
九
筋
が
掲
げ
ら
れ
て

〈

8
v

そ
し
て
、
最
も
問
題
と
な
る
も
の
が
理
由

ωで
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
朝
の
法
然
観
は
「
私
抄
」
第
三
の
「
八
段
下
」
の
十
八
の
項
目
に

朝
師
御
曹
見
聞
の
一
考
察
〈
中
傑
〉
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亘
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
o
今
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
示
せ
ば
、
例
え
ば
〈
准
之
思
之
事
〉
の
項
に
、
「
私
云
此
一
段
民
一
安
楽
集
ず
J

法

然
私
評
判

1
w
・
・
・
・
・
准
之
思
乙
吉
法
然
底
慮
也
、
・
・
・
・
・
道
也
防
立
佐
華
真
雪
ア
タ
ハ
テ
広
沢
レ
入
一
一
聖
道
門
一
欺
、
総
官
然

，唾
h

v

s

v

，

彼
道
縛
釈
得
＝
潤
色
－
、
法
華
真
言
属
－
－
聖
道
門
一
対
－
－
浄
土
門
－
捨
ν之
ベ
キ
様
番
ト
見
タ
リ
、
依
レ
之
元
祖
十
六
段
無
量
誘
法
言
説
只
此
准
之

恩
之
四
字
為
＝
根
源
－
之
由
被
レ
仰
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
日
朝
は
、

道
縛
等
の
浄
土
三
師
が
法
華
真
言
を
捨
閉
閤
掲
の
対

象
か
ら
除
外
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
然
は
「
准
之
思
之
」
と
し
て
、
法
華
真
言
を
も
難
・
聖
・
雑
の
中
に
含
め
て
判
じ
た
と
こ
ろ
に

ac 

誘
法
の
根
源
あ
り
と
論
じ
、
宗
祖
に
依
拠
し
た
遺
文
注
釈
態
度
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
日
朝
の
念
仏
破
の
決
定
打
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
、

〈
就
之
見
之
引
曇
驚
道
綜
善
導
之
謬
釈
等
事
〉
中
に
『
選
択
集
』
の

官
頭
に
援
引
さ
れ
る
道
縛
の
『
安
楽
集
』
の
吟
味
を
め
ぐ
っ
て
の
問
答
往
復
中
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
安
楽
集
上
云
・
・

ナ’

J

キ

〈

uv

是
故
大
集
月
蔵
経
云
我
末
法
時
中
億
億
衆
生
、
起
行
修
道
未
有
一
人
得
者
、
当
今
末
法
是
五
濁
悪
世
、
唯
有
＝
浄
土
一
門
－
可
－
一
通
入
一
路
也
」

a

’
 

と
、
『
安
楽
集
』
が
『
大
集
経
ハ
月
蔵
分
〉
』
の
文
を
援
引
す
る
の
に
対
し
、
日
朝
は
か
か
る
経
文
を
吟
味
し
て
、
「
大
集
月
蔵
経
今
文

（

U
〉

無
レ
之
、
憶
説
也
」
と
、
断
を
下
ナ
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
o
現
に
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
を
結
く
時
、
か
か
る
一
文
は
見
当
ら
な
鴻
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と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
法
然
浄
土
教
で
は
「
厭
離
織
土
欣
求
浄
土
」
が
基
本
的
教
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
教
批
判
を
展

聞
き
れ
、

「
立
正
安
国
」
を
主
張
す
る
宗
祖
に
と
っ
て
、
こ
の
裟
婆
復
権
の
課
題
を
法
華
経
に
基
づ
い
て
解
決
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
使

命
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
日
朝
が
「
安
国
論
私
抄
」
を
著
す
に
当
っ
て
、

か
か
る
件
が
一
つ
の
大
き
な
テ
l
マ
で
な
け
れ

《

M
V

「
私
抄
」
を
検
討
し
た
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
何
ら
の
言
及
も
見
ら
れ
な
い
。

ば
な
ら
ぬ
の
に
、

｜
｜
善
神
捨
固
に
つ
い
て

l
l

日
朝
は
「
安
国
論
私
抄
」
第
五
〈
神
聖
去
辞
災
難
並
起
等
事
〉
中
に
、

「
私
云
此
御
番
（
『
立
正
安
国
論
』
の
こ
と
〉
始
終
此
義
（
普



ハ路〉

神
捨
国
の
こ
と
〉
成
シ
玉
ヘ
リ
、
能
能
可
ν得
レ
心
事
也
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
善
神
捨
国
の
義
の
重
視
が
窺
え
る
。
通
常
、
善
神
捨
国
を

キ

－

A

S

S

テ

ヲ

’

V
テ

’

’

o

m

v

J

カ
ナ
日

い
う
場
合
、
『
立
正
安
国
論
』
の
「
世
皆
背
レ
正
人
悉
帰
レ
悪
。
故
善
神
捨
レ
国
而
相
去
聖
人
辞
ν所
而
不
ν還
。
」
・
「
夫
四
経
文
朗
。
万
人

s
v
f

’

h

a

’

s

，

s

v
’

’

hv

，
 

誰
疑
。
而
盲
啓
之
輩
迷
惑
之
人
妄
信
－
－
邪
説
－
不
レ
弁
＝
正
教
－
。
故
天
下
世
上
於
＝
諸
仏
衆
経
－
生
＝
捨
離
之
心
－
無
＝
擁
護
之
志
－
。
仰
普
神

，R
ナ
’
ヲ
O
M
V

聖
人
捨
レ
国
去
レ
所
。
是
以
悪
鬼
外
道
成
レ
災
致
ν難
実
。
」
の
文
が
、
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

品
テ
テ

J

R

日
朝
の
善
神
捨
国
観
も
、
例
え
ば
〈
災
難
之
起
事
〉
中
に
、
「
法
然
房
等
邪
師
世
出
執
権
誘
実
失
犯
故
、
仏
教
雄
レ
有
レ
之
法
味
失
了
、
依
レ

テ

，

ヲ

畠

ル

命

同

〉

8）

之
仏
神
失
レ
威
不
ν加
－
－
擁
護
－
故
災
難
競
起
者
也
」
と
述
べ
、
宗
祖
の
説
に
準
拠
し
、
か
っ
、
か
な
り
の
紙
面
を
割
い
て
注
釈
を
施
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
朝
は
前
述
の
〈
神
聖
去
辞
災
難
並
起
等
事
〉
中
に
、
「
日
域
神
国
也
、
殊
更
神
慮
可
ν得
レ
心
也
、
抑
就
レ
神
幾
不
同
有
レ
之

ハ却〉

耶
、
・
・
・
・
・
一
法
性
神
二
有
覚
神
三
邪
横
神
」
と
、
神
に
三
品
の
差
別
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
の
性
質
と
、
去
来

の
義
と
を
説
述
す
る
の
で
あ
る
吻
〉
紙
巾
の
都
合
で
今
は
差
し
控
え
る
。
な
お
か
か
る
法
性
・
有
覚
・
邪
横
の
三
種
神
に
つ
い
て
は
、
『
日

ハ沼〉

蓮
宗
事
勘
が
「
修
法
」
部
門
に
掲
げ
、
身
延
山
に
蔵
さ
れ
る
宝
来
日
伝
の
『
神
道
口
伝
』
に
も
往
見
さ
れ
、
永
正
年
聞
に
円
明
日
澄
に

〔剖）

よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
『
法
華
神
道
秘
訣
』
に
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
こ
の
時
代
に
は
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法
華
神
道
が
確
固
た
る
地
位
を
得
た
と
い
う
一
つ
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
’
宗
祖
が
善
神
捨
国
を
い
う
場
合
、
捨
固
と
い
う
一
面
性
の
み
の
主
張
で
は
な
く
、

〈訂〉

等
々
を
援
引
し
て
、
擁
護
面
を
力
説
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
日
朝
も
ま
た
か
か
る
説
に
立
脚
し
て
、
例
え
ば
〈
日
本
諸
神

以
＝
法
華
－
為
＝
本
意
－
玉
フ
事
〉
の
冒
頭
に
、
「
私
云
此
御
番
ハ
『
立
正
安
国
論
』
の
こ
と
〉
大
綱
ハ
日
本
諸
仏
諸
神
崇
云
へ
ド
モ
、
当
時

蓄
墓
穴
畏
テ
を
ず
ヘ
リ
、
若
天
下
両
威
－
一
法
華
一
諸
奪
還

E
－
－
陸
－
擁
護

rフ
ナ
ラ
バ
国
家
安
全
ナ
ル
ベ
ジ
ト
云
御
事
島

【窃〉

『
法
門
可
申
抄
』
・

『
諌
暁
八
幡
勘

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
（
中
傑
〉



朝
師
御
曾
見
聞
の
一
考
察
〈
中
傑
）

と
述
べ
る
を
見
て
も
、
擁
護
来
下
の
主
張
が
着
取
出
来
る
の
で
あ
る
。

ー

l
社
参
問
題
に
つ
い
て

l
l

白
蓮
日
興
会
二
四
六

t
二
三
三
ニ
）
の
身
延
離
山
は
、
祖
減
最
初
の
教
団
分
裂
の
仕
儀
と
な
っ
た
が
、
そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
も
の

に
、
波
木
井
実
長
の
三
箇
の
誘
法
と
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
三
島
社
参
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弘
安
九
・
十
ハ
一
一
一

八
六
・
ご
一
八
七
〉
年
頃
身
延
山
で
は
民
部
日
向
（
一
二
五
三

t
一
三
一
四
〉
の
二
長
老
が
身
延
に
住
し
、
実
長
の
教
化
指
導
を
め
ぐ
っ
て

対
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
あ
た
か
も
一
触
即
発
の
情
勢
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
弘
安
十
一
年
の
半
ば
頃
で
あ
ろ
う
か
、
突
長
が
三
島
大

社
に
参
詣
を
企
て
て
い
る
と
の
報
を
得
た
日
興
は
、
弟
子
の
越
後
房
を
遣
わ
し
て
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
実
長
は
そ
の
当
否
を

「
守
護
の
善
神
此
国
を
去
と
申
事
は
安
国
論
の
一
篇
に
て
侯
へ
ど
も
、
白
蓮
阿
閤
梨
外
典
読
に

A

ト

具

av

片
方
を
読
て
至
極
を
不
レ
知
者
に
て
候
、
法
華
持
者
参
詣
せ
ば
、
諸
神
も
彼
社
坦
可
－
－
来
会
－
、
尤
可
＝
参
詣
こ
と
教
え
た
。
恐
ら
く
鶴
ケ
岡

av 

八
幡
宮
の
炎
上
事
件
に
関
連
し
て
述
作
さ
れ
た
、
『
諌
暁
八
幡
抄
』
の
「
此
大
菩
薩
は
宝
殿
を
や
き
て
天
に
の
ぼ
り
給
と
も
、
法
華
経

〈
明
伊

v

の
行
者
日
本
国
に
有
な
ら
ば
其
所
に
栖
給
べ

l

」
と
の
旨
を
以
て
、
実
長
の
行
為
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件

日
向
に
札
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
向
は
、

( 24) 

が
教
団
分
裂
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
実
長
三
簡
の
誘
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
立
正
大
学
名

av 

誉
教
授
宮
崎
英
修
博
士
の
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
か
か
る
問
題
を
一
つ
の
手
懸
り
と
し
て
、
日
朝
の
社
参
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。J

’
’
’
 

ま
ず
日
朝
は
、
「
安
国
論
私
抄
」
第
五
中
に
、
〈
他
宗
安
置
神
社
仏
閣
可
ν
有
＝
参
詣
－
否
事
〉
・
〈
日
本
諸
神
以
－
－
法
華
－
為
－
－
本
意
－
玉
事
〉

as 

の
二
項
を
設
け
、
『
宗
全
』
の
頁
数
で
い
え
ば
約
十
頁
を
費
や
し
て
、
他
寺
社
不
参
詣
の
義
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
か
か

る
義
を
力
説
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
当
時
、
他
寺
社
参
詣
を
肯
定
す
る
人
々
も
存
し
て
い
た
ら
し
く
、
例
え
ば
「
或
抄
云
語
法
人



M
V

ト

テ

ヒ

J

参
詣
セ

γ
時
ハ
仏
神
不
－
－
御
坐
二
去
ト
モ
、
信
者
参
詣
シ
テ
財
施
法
施
捧
ル
ナ
ラ
パ
尤
可
レ
有
＝
納
受
一
云
、
設
他
人
安
置
堂
社
也
ト
モ
可
＝
参

且

見

号

（

割

引

〉

詣
－
申
一
類
有
レ
之
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
朝
は
こ
れ
を
強
く
否
定
し
て
、
「
此
義
不
ν
可
レ
然
、
加
様
申
テ
ハ
安
国
論
等
御
勘
文

ar

《窃）

違
ス
ベ
シ
、
サ
レ
バ
重
重
意
趣
有
レ
之
、
当
時
通
同
義
ハ
本
化
門
人
不
レ
可
＝
参
詣
－
申
也
」
と
示
し
、
さ
ら
に
「
或
余
法
求
或
諸
寺
諸
社
－
一

J

V

テ

Y

ハ
’
’

J

？

？

（

お

v

物
詣
求
＝
利
生
－
、
併
元
祖
御
意
疑
ヒ
法
華
不
レ
信
人
也
」
と
、
ま
た
、
「
法
華
道
場
何
ナ
ル
仏
何
ナ
ル
神
ガ
漏
レ
玉
フ
ベ
キ
ヤ
、
若
爾
法
華

y

y

s

’

mmv 

道
場
－
一
安
坐
シ
ナ
ガ
ラ
、
何
労
シ
ク
余
所
仏
神
求
ム
ベ
キ
ヤ
」
と
、

他
宗
寺
社
参
詣
を
厳
し
く
誠
め
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
な

お
日
朝
の
か
か
る
厳
格
な
る
姿
勢
を
採
る
に
至
ら
し
め
た
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
折
伏
主
義
を
貫
き
、
永
亨
法
難
を
惹
起
し
た
、
師
の
一

乗
坊
日
出
の
折
伏
的
訓
育
を
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
日
朝
よ
り
十
五
歳
年
長
で
不
惜
身
命
・
強
義
折
伏
の
人
、
久
遠
成
日
親
（
一
四

O
七
l
一
四
八
八
〉
は
実
長
の
三
島
社
参

を
問
題
視
し
て
、

『
伝
灯
抄
』
に
前
述
の
日
向
・
日
興
双
方
の
社
参
問
題
の
見
解
の
相
違
を
提
示
し
た
の
ち
、

「
二
百
年
程
ノ
事
タ
ル
上

( 25 ) 

代
ノ
事
ト
云
ヒ
、

ゲ
ユ
ハ
高
祖
御
付
弟
ノ
人
数
－
－
入
ラ
セ
玉
フ
程
ノ
御
人
体
ノ
御
事
ヲ
誤
リ
ア
リ
ナ

γ
ド
ハ
、

相
似
－
様
ュ
侍
レ
ド
モ
、

日
興
聖
人
ノ
消
息
ノ
如
ナ
ラ
パ
、

且
ハ
恐
モ
ア
リ
且
ハ
不
－
－

8
3
 

・
・
・
日
向
聖
人
ノ
御
法
理
正
義
ナ
ル
ベ
シ
ト
不
レ
存
」
と
裁
量
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
朝
は
、
当
然
か
か
る
件
を
承
知
し
て
い
た
は
ず
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
理
由
に
基
づ

く
も
の
か
、
実
長
の
社
参
問
題
に
つ
い
て
－
言
も
触
れ
て
は
い
な
い
。
察
す
る
に
、
こ
れ
は
宗
祖
六
上
足
の
第
四
位
に
列
し
、
同
門
中
論

義
第
一
の
称
が
あ
り
、
宗
祖
な
き
あ
と
の
日
蓮
教
団
護
持
に
腐
心
し
、
身
延
二
世
の
法
灯
を
継
承
し
、
草
創
期
の
身
延
山
経
営
に
尽
力
し

た
日
向
の
立
場
を
顧
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
、
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
誘
法
の
諸
宗
に
よ
っ
て
記
ら
れ
る
神
社
に
詣
で
る
の
は
安
国
論
の
制
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
氏
神
の
よ
う
に
諸
宗

の
宗
々
に
関
係
の
な
い
神
な
ら
ば
、
参
詣
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
の
が
『
三
沢
抄
』
の
義
で
あ
る
。
日
朝
も
『
三
沢
抄
』
を
抄
引

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
（
中
傑
〉



朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
（
中
傑
〉

し
て
氏
神
の
参
詣
を
認
め
る
が
、
宗
祖
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
朝
も
ま
た
内
一
房
の
尼
の
行
為
、
す
な
わ
ち
、

ω主
君
た
る
仏
と
所

従
た
る
神
と
の
秩
序
を
乱
し
た
。

ω尼
の
身
で
あ
り
な
が
ら
仏
及
び
、
法
華
経
を
本
と
せ
ず
し
て
神
を
本
と
し
た
。
の
二
点
に
注
視
し
て
、

見

ト

ト

へ

J

J

－－ナ，
y
a却
〉

例
え
ば
「
本
地
諸
仏
以
－
－
法
華
－
為
－
一
本
意
－
見
タ
り
、
垂
迩
諸
神
本
意
豊
別
耶
」
と
述
べ
て
、
仏
主
神
従
・
法
華
至
上
主
義
を
堅
持
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
e今
む

す

び

以
上
、
極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
〆
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

例
日
朝
は
道
縛
等
の
浄
土
三
師
が
、
法
華
・
真
言
を
捨
閉
閣
描
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
然
が
「
准
之
思
之
」
と

し
て
、
法
華
・
真
言
を
も
難
・
聖
・
雑
の
中
に
含
め
て
判
じ
た
と
こ
ろ
に
誘
法
の
根
源
あ
り
と
し
て
、
宗
祖
と
同
様
の
見
解
を
踏
ん
で
い

( 26) 

蔵
分
〉
の
経
文
を
吟
味
し
て
、

る
。
加
え
て
、
日
朝
の
念
仏
破
の
決
定
打
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
『
選
択
集
』
の
冒
頭
に
援
引
さ
れ
る
『
安
楽
集
』
中
の
大
集
経
ハ
月

「
今
文
無
ν
之
、
憶
説
也
」
と
断
ず
る
点
に
あ
ろ
う
。

ω日
朝
の
善
神
捨
国
観
は
、
宗
祖
の
説
に
準
拠
し
て
論
の
展
開
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
法
華
神
道
の
影
響
を
看
取
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

ω日
朝
は
他
寺
社
不
参
詣
の
義
を
力
説
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
長
三
島
社
参
問
題
に
つ
い
て
、
彼
の
な
べ
か
む
り
日
親
が

問
題
視
し
て
、
白
蓮
日
興
を
是
と
し
、
民
部
日
向
を
非
と
裁
量
す
る
の
に
対
し
、
日
朝
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
教
団
の
護

持
及
び
、
草
創
期
の
身
延
山
経
営
に
尽
力
し
た
、
日
向
の
立
場
を
顧
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。



一
九
J
三
四

『
守
護
国
家
論
』
ハ
定
遺
八
九
〉
・
『
立
正
安
国
論
』
ハ
定
遺
ニ
二
ハ
J
七
〉
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
守
護
国
家
論
』
〈
定
遺
一

O
四
・
－
－
八
〉
・
『
念
仏
無
間
地
獄
抄
』
ハ
定
遺
三
九
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
立
正
安
国
論
』
（
定
過
二
一
九
〉
・
『
念
仏
無
間
地
獄
抄
』
ハ
定
遺
三
九
J
四
二
〉
・
『
普
無
畏
三
蔵
抄
』

放
宜
状
事
』
（
定
遺
二
二
五
八
J
二
二
七
二
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
「
法
然
房
源
空
と
宗
祖
日
揮
」
ハ
九
九
『
法
華
文
化
研
究
』
第
三
号
所
収
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
五
巻
九
五
J
九
六

宗
全
一
五
巻
｝
二
一

l
二
一
七
、
拙
稿
「
朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
」

宗
全
一
五
巻
七
五
J
八
八

宗
全
一
五
巻
七
六
、
な
お
同
様
の
趣
旨
に
〈
妄
語
之
至
悪
口
之
科
事
〉

浅
井
円
道
民
前
掲
著

C
O
－
－
－

O
二
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
五
巻
八
六

宗
全
一
五
巻
八
六

前
掲
拙
稿
ハ
ニ
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

か
か
る
件
に
つ
い
て
は
、
後
日
に
誠
る
も
の
と
す
る
。

宗
全
一
五
巻
二
ハ
七

定
遺
ニ

O
九

t
二一

O

定
遺
二
二
ニ

宗
全
一
五
巻
二
ハ
＝
一

宗
全
一
五
巻
一
五
人

t
一八

O

宗
全
一
五
巻
二
ハ
七

t
一
六
八

宗
全
一
五
巻
二
ハ
八

t
一
六
九

九
－
七

『
本
尊
論
資
料
』

〈

1
〉

〈

2
〉

〈

3〉
〈

4〉
〆「 F、，「 r、，－、〆「戸、 F、，ー、 F、r『、 F、F、
23 22 ~1 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 、J 」，，、J 」，、M，，、J 」，、，，」〆」，」〆、J 、J 、J

ハ
一
八
九

t
一
九

O
〉

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
傑
〉

ハ
ニ
九
l
三一

（
定
遺
四
六
五
〉
・
『
念
仏
者
追

『
接
神
』
第
五
五
号
所
収
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
宗
全
一
五
巻
一

O
六
t
一
O
七
〉
が
あ
る
。
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朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
担
。

一
紙
左

t
三
紙
右
、
鈴
木
常
盟
民
「
法
華
一
神
道
秘
訣
の
著
者
に
就
い
て
」
ハ
一
三
三

t
一
三
七
『
大
崎
学
報
』
第
八
四
号
所
収
〉
を
彦
照
さ
れ
た

い
。
な
お
鈴
木
氏
は
、
文
中
に
円
明
日
澄
〈
一
四
四
一

l
一
五
一

O
V
没
後
四
十
八
年
に
当
た
る
永
禄
元
三
五
五
八
）
年
の
文
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
、
日
澄
の
箸
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

ハ
お
〉
定
遺
四
五
五

ハ
舗
〉
定
遺
一
八
四
九

《
幻
〉
宮
崎
英
修
氏
『
日
蓮
宗
の
守
護
神
』
ハ
八
九

t
九
O
〉
・
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
（
九
六
J
九
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
却
）
宗
全
一
五
巻
一
七
七

〈
mv
宗
全
二
巻
一
七
一

ハ
初
〉
『
史
料
綜
覧
』
（
二
五
三
〉
に
「
区
安
三
年
十
一
月
十
四
日
社
股
焼
失
」
と
あ
る
。

ハ
担
〉
定
遣
一
八
四
九

ハ
担
〉
九
四

t
一
O
三

ハ
お
〉
宗
全
一
五
巻
一
七
一

t
一八

O

ハua〉
宗
全
一
五
巻
一
七
一

ハ
お
〉
宗
全
－
五
巻
一
七
一

ハ
お
〉
宗
全
一
五
巻
一
七
四

ハ
釘
〉
宗
全
一
五
巻
一
七
六

ハ
犯
〉
宗
全
一
八
巻
二
三

ハ
却
〉
宗
全
一
五
巻
一
七
七
、
及
び
、
宗
全
一
五
巻
一
七
二
・
一
七
四
も
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遣
、
『
日
蓮
宗
々
学
金
書
』
は
宗
全
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

〈鈍〉

( 28) 


